
自著を語る 『満洲語文語入門』

清瀬 義三郎則府

1.本 書の 生ひ立 ち

昨平成14年6月 に,河 内良弘先生との共編著で 『満洲語文語入門』 と題す る小著を京都大学学

術出版会 より上梓 しま した。その巻頭 「は じめに」(pp.Vi-vii)に 河内先生がお書きになられてゐ

る通 り,本 書の前身は,1996年 に同 じ出版会よ り刊行 された河内良弘著 『満洲語文語文典』(清

瀬義三郎則府,愛 新覚羅 ・烏拉煕春 助編)で,こ れが一昨年に品切れ となつたので,そ れ を機

に,満 洲語の初学者向きとしては分量が多すぎる嫌ひのあつた同書をス リム化 し,教 科書または

独習書風 にア レンジ して成ったのが この新版 『文語入門』です。定価 も半額に近い3,200円 にな

りま した。 どこに も書きませ んでしたが,旧 版 『文語文典』 の6,200円 といふのは,…教科書 とし

ては学生諸君に少々高す ぎたや うでもあつたのです。

さて,旧 版の方の 『文語文典』は,そ の 「序言」の劈頭に 「もう十数年も前 になろ うか,ふ と

した縁 で私は幾つかの大学で満洲語を教えるようになり,そ の時々に使用する文法書 も,周 囲に

適 当なものが見あた らぬため,自 分でつくっては受講生に配布することにしていた亅(旧版,p.vi)

とあるとほ り,先 づ1980年 頃に河内先生が教材にと草稿を起こされたもので,そ の後も,「 で,

教室で出会 う人 々の熱心 さに刺激され,必 要にも迫 られ,毎 年春休みの期間の大部分を満洲文字

サ ンプルを切 り貼 りしたり,文 法的解説部分を書き足 した り,例 文を付け加 えたりの作業に費や

した」(ibid.,pp.vi-vii>と書かれたや うに,年 を重ねつs書 き足 して元 の原稿を作られたのです。

1989年 の春に招聘教授 として私が,そ の翌年に招聘外国人学者 として愛新覚羅 ・鳥拉煕春女史が,

それぞれ京都大学に赴任 した折,河 内先生の原稿を一冊の文典 として纏 め上げるお手伝ひを しま

した。あれやこれやでこれ も意外に手間取 り,1994年 に至つて漸く完成稿を出版会に手渡し,刊

行 されたのは1996年2月 のことで した。

2.文 法篇 の用語,構 成 な ど

「文法篇」のみは旧版に僅かに手を加へただけで,殆 ど割愛することなく新版に收めま した。

満洲語はツングース語の中の南ツングース語に属 しますか ら,ア ルタイ諸言語の一つ といふ事に

な ります。アル タイ諸言語とは トル コ語,蒙 古語,ツ ングース語の総称であるに過ぎず,こ れ ら

が 系統関係 にあ るとは証明 されてゐません。 これ ら3言語の構造は酷似 し文法体系は平行 してゐ
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ますが,こ の文法的平行性 も系統的くgenetic)由来からではなく,地 域的(areal)起因に拠るものと

考へ るべ きでせ う。 とはいへ,共 通する 「アルタイ型文法」を持つ言語であるとだけは言へると

思ひます(そ の意味では,朝 鮮語も日本語 もアル タイ型文法を持つ言語です)、 アルタイ諸言語

の文法は,通 常,ア ル タイ学を近代的水準に高めたフィンラン ド人(但 しス ウェーデ ン人の家系)

のGustafJ。Ramstedt氏 の文法論に依拠 してゐます。満洲語 も亦,単 語は全て用言(verbal)と 非用言

(non-verbal)に 二大別 され,後 者はさらに体言(nominal)と 副用語(qalifier)に二分 され,次 いで云

々と下位分類 され る所なのでせ うが,本 書の 「文法篇」は文法論の展開を意図 した ものではあ り

ませんか ら,そ のや うなことは論 じません。あくまでも実用文典を 目標に編んだもので,そ のた

めには,あ る程度の工夫が凝らしてあります。アルタイ学では,実 際の文中に用 ゐられた動詞を・

その機能か ら命令形,終 止形,連 体形,連 用形の4動 詞形 に分類 して説 きます。 た ゴ,ウ ラル諸

語 と異な リアル タイ諸語 では,何 らの接尾辞を伴はずに語幹そのま ンが命令形 とな りますか ら・

それを省いて3動 詞形 とす る見解 もあるや うですが,満 洲語では不規則動詞にje-fu「食へjと かo。so

「成 レ」 とかの形があるのですから,矢 張 り命令形を認めてお くべきでせ う。終止形 とは定動詞

で,文 末に置かれます。連体形はparticipleの訳語で,名 詞の直 ぐ前に置かれて之を修飾する もの

ですが,ほ かに動名詞(verbalnoun)と しても用ゐられますか ら,日 本語の(特 に文語の)「 連体

形」 と用法が略々同 じです。連用形なる用語はconverbの 訳語 として撰びました。 謂はs'動 詞 の

副詞的用法で,「 副動詞」 といふ訳語もよく見かけますが,一 般の初学者 には馴染 みの無い呼称

なので撰びませんで した。猶ほ,服 部四郎先生がまだ東大言語学科の学生だった時,蒙 古語 を講

ぜ られた藤岡勝 二教授がparticipleを連体形,converbを 連用形 として教へ られた由が先生の随筆集

にありま したか ら,こ れ らの両訳語は昭和初年代には日本のアルタイ学界で既 に使 はれ てゐた も

の ㌧様です。

旧版ではaspectの 訳語 として 「態」を使用 しま したが,却 つて分か りに くいと考へ・新版 には

片仮名でアスペ ク トとしました。アルタイ諸語のアスペ ク トは,他 の言語(ギ リシャ語 とか ロシ

ア語 とか)の アスペ ク トとは別の定義で用ゐ られ.,多 くの場合,非 完了,完 了,前 望の3種 類が

認 められます。 日本語 では 「スル」「シタ」「ショウ」がその3種 に該当 します。ア スペ ク トは同

じ動詞的範疇である時制 と密接な関係にあ りますが,満 洲語にも時制 を表す標識はあ りませんか

ら,入 門書 と雖 も,否,入 門書であるか らからこそ,こ れ を 「時制」 として説 くわけには行 きま

せん。朝鮮文典 もアル タイ学 に基づいたものは,ア スペク トとして上記の3種 を説い てゐます。

非完了アスペ ク トは,そ の動詞の表す動作が,そ の時にまだ遂行 されてゐない事 を示す ものです。

非完了に相当する概念を,JohnG、Hangin氏 の蒙古文典は`presentandfuture(現 在 ・未来)'と

し,EleanorH.Jorden女 史の 日本文典は`non-past(非 過去)'と しますが,こ れ らの用語は必ず

しも正 しくあ りません。確かに 「勉強スル」と言へば,i現在"Istudy"の 意味も未来"Iwillstudy"

の意味も表 しますが,そ れはこの動詞が文の主動詞だからであつて,「(昨 日ハ)勉 強 スル カラ

断 ッタ」 のや うに言へば 「スル」が過去の件を表 してゐます。非完了(non-perfective)が 正しい呼

称です。或る時点(多 くは主動詞の動作の遂行時)を 基準として,宅d)日 尋にまだ当該 動 詞の動作
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が遂行 されてゐなければ非完了アスペ ク トの形を,既 に遂行 されてゐれば完了(perfective)アスペ

ク トの形 を取 ります。アスペク トなどと余り耳慣れない術語を使ひま したが,こ れら二種の用法

は 日本語の 「スル」,「シタ」 とそれぞれ同 じですか ら,本 書の読者な ら容易 に理解 し得 るもの

と思ひます。

以上の二種に加へて前望(prospective)ア スペ ク トがあ ります。 日本語では 「シヨウ」がこれに

該 当 します か ら,こ の形を未来時制 と説 く文典が誤 りである事はお分 か りと思ひます。私は

`prQspective'の和訳語を知 りませんで したが
,言 語学辞典の類ひか ら 「前望」 なる術語 を得 まし

た。その他 にも,本 書に現れる和訳術語の多くが言語学辞典の類ひに依つたものなのです。格助

詞一deriによつて表される名詞の格を本書では沿格(prolativecase)と しました。 しかし,こ の格助

詞の表す格は沿格(意 味は略々英語の"along")と いふよりtransitiveoase(同 じく`ithrough")な の

ですが,こ の呼称の格が上記数種の辞典類にはどこに も見 当らず,そ の為に貝本語で一体どう言

ふ のか分からず,和 訳術語の得 られぬま丶に已むを得ず沿格 と して置いたのです。一部の満洲文

典 もこの格 を沿格 としてゐる様です。但 し,(川 の流れ とか道 とか)細 長い所を表す時のみは 「二

沿 ッテ」 と訳 して良いとして も,faderiと 言へば 「窓ヲ通シテ」であつて 「窓二沿ッテ」ではあ

りませ ん。

アル タイ諸言語に接続詞はあ りません。動詞の連用形が発達 してゐて,接 続詞のや うな特別な

語 を必要 としないか らです。連用形 とはconverbの 訳語である旨は先述 しま したが,抑 々この語

自体 がRamstedt氏 の造語で,conjunction(接 続詞)のcon一 とverbとを合はせ て造 り上げたものなの

です。 しか し,本 書には敢へて接続詞なる章(pp.129・133)を 設けました。実用文典である以上,

英訳すれば接続詞 となるや うな語句をこ丶に集めて,初 学者に平易に学習 して貰へるや うにと考

へて した ことです。文法論的に言へば,後 置詞(pp.119-128)も その多 くが形式名詞であり,動 詞

の連 用形 も二三混在 してゐますが,こ れも実用文典たらうとす る意図から,敢 へて璋 が設 けて

あ ります。無活用動詞(pp.113-115)と か助動詞(ppI16-118)と かも,ア ルタイ型言語の品詞下位

分類 の枠外にあ ります。 この辺 りは愛新覚羅女史によつて書かれ ました。 わか りやす く学習 しや

す く との希ひか ら,品 詞名を(少 々無理 して)付 け,新 版にも引続き取 り上げました。

この 「文法篇」も一般の文法書に倣って,文 法的解説のある毎に当該用例 をイタ リック体で示

した例文が幾つか掲げられてゐます。普通,初 学者向きの文法書の例文は,未 修の文法形式が含

まれ ない様に細心の注意を以て作文 されてゐます。然るに,本 章は入門書とは言ひなが ら,例 文

は 『異域録』,『滿洲實録』を始 めとして凡て満洲文原典から引かれてゐます(「 略語一覧」,p.vii

参照)。 従って,例 文 にはいろいろな文法形式が既修未修に関係無く出て来ます。例へば,「 文

法篇 」の初めにある名詞の格の解説のところに挙げた例文に,何 章か後に学ぶ筈の動詞の条件連

用 形 な どか含 まれた りしてゐます.そ こで,本 書を教科書 として使ふ場合には若干の工夫が必要

とな ります。極 く手短かにその動詞の接尾辞の意味を説 くとか(例 えば,-ciと あった ら 「ナラ

バ 」 だ とか)す るのも一方法かと思ひます。因みに,私 自身は大阪外国語大学でそのや うに教へ

て きま した。満洲文語は謂は ゴ死語なので,編 著者による例文の作文は故意に避 けたのですから,
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これは或る程度致 し方の無いことでせ う。 しか しながら,凡 ての例文を原典か ら採つたといふ事

は,本 書の大きな長所 とも成つてゐると自負 してもゐます。即ち,入 門書でありながら,同 時に

参考文典(referencegrammar)と して既修者のお役にも立てると思はれるからです。特に,本 書を

以て満洲語の入門を済まされた方々が,参 考文典 としていつまでも本書を座右に置いて くだ さる

のではないか と,私 は密かに期待 してゐます。

3.文 字 ・発音篇 と語彙篇 と読本 篇 と

本書の 「文字 ・発音篇」は,「 は じめに」に書いてあるや うに旧版をかな りスリム化 し,初 学

者に不必要と思はれ る箇所はすべて削除 しました。旧版では子音字 ごとに,母 音と結合 して作 ら

れる全音節 を,単 独,語 頭,語 中,語 末に分け,各 音節の現れ る語例を示 した一覧表を掲げた り

しま した。 しか し,先 づ各文宇の字母表を掲げて語頭,語 中,語 末の形を示 し,各 形の現れ る語

例が列挙 されてゐる以上,各 音節の用例の一覧表は結局は反復に過ぎないので,そ れ らは凡て新

版には省いてあ ります。各満洲字母ごとに示 した行書体 も不要なのではと,一 度は河内先生 とも

ども考へま したが,行 書体で書かれたニシャン ・サマン伝 を 「読本篇」に残す ことに しま したの

で,こ れは新版にも残 しておきました。旧版の方には一宇ごとの字母表に,国 際音声字母が 「基

本音」「変異音」と分けて示 されてゐま したが,こ れは全部削除 しました。女史の所謂 「基本音」

だの 「変異音」だのが定義不詳で,初 学者にも音声学者にもよく分か らなかったか らだけではあ

りません。満洲語の現代音なるものは無意味だからです。既に1930年 代に満洲の地では,書 簡な

どを満洲語で認めるダグール人や蒙古人はあつても,た ゴ書き言葉として用ゐられたのみで,満

洲語 を話 しなが ら成長 した個人は一人 も無 く,β 常の話 し言葉 としては存在 しなかつた との報告

が,服 部先生によつて1941年 に日本言誘学会に出されてゐます。満洲人は一様に漢化 し,多 くは

北京語を母語 としてゐるため,た とひ満洲語を学んでも,そ の発音は母語たる北京語の音韻体系

に則つた ものであ り,kiをch`iと,giをchiと さへ読み始 めたのです。もと日本言語学会長 で β本

ウラル学会長の小泉保先生が十年ほど前に,哈 爾濱の満語研究所で二ヶ月の満洲語特訓を受 け ら

れた由で,そ の時の劉景憲先生の発音は,破 裂音などが漢語(北 京語)式 の帯気音 と無気音 の対 立

だったさうです。満洲語の音韻体系では,勿 論これが清音(無 声音)と 濁音(有 声音)の 対立でなけ

ればいけません。 この様な次第で,新 版には文語音のみ を説きま した。文語音 といつて も,母 語

の話 し手(nativespeaker)が 居 る訳ではありませんから,多 くの部分は諸資料に基づ く推定音です

が,か な り正確 に推定 したつ もりです。 しかし,満 洲文語は死語なのですから,余 り音価 に こだ

はる必要はあ りません。因みに,我 々は 日本語の古典を読みますが,別 に奈良朝や平安 朝の発 音

で読んでゐる訳ではあ りません。それで一向に差 し支へはないのです。

「文法篇」の中の例文掲載の部分は頁を左右に分けて,左 方にローマ字満洲文を載せ右 方にそ
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の和訳文を載せて,原 文 と訳文 を左右に対照 しつ 」学べるや うに作 られてゐます。朝鮮語の入門

書にも,こ れ と同様の体裁を取るものが多 く見 られます(但 しローマ字化は しません)、 朝鮮文

は,先 述 したアルタイ型言語の文法的平行性によつて,一 語つつ逐語訳を当て嵌めて行 くと,殆

ど完全な 日本語の口語文が出来上がつて しまひます。それ故,文 法書に載 る例文は,和 訳文 と見

比べれば直 ちにどの単語が訳文の どれに当たるかが分か ります。おそらくはその所為でせ う,上

述のや うな左右対照の体裁を取つてゐないものも含め,朝鮮語の入門書の類ひの多 くは本書の「語

彙篇」に相当するものが附けられ てゐません。 旧版の 『文語文典』には100頁 に亙る 「満洲語小

辞典」が附 されてゐま したが,新 版には之を收録 しない方針を初めから私たちは立て 丶ゐま した。

ところが,ど うもそれでは済まされない様なのです。朝鮮文は逐語訳を順次に施 して行けば,結

果 として現代 日本語(口 語)が 得 られますが,満 洲文の場合は蒙古語 と同 じく,逐 語訳が古代 日本

語(文 語)に 成つて しまふのです。これは今西春秋先生の一連の満和対訳を見る迄もあ りますまい。

本書の 「文法篇」に載せた例文には,原 文の言はん とす る意味をなるべ く正確 に且つ分か りやす

く表現すべ く,か なり意訳された口語訳が付けられてゐます。その為,ど の単語がどれに当たる

のか,一 見 して分からないところが多々あります。本書は読者に初学者 を想定 してゐますから,

例文の一語一語を丹念に逐語的に学ばうとす る人のために,「 文法篇」の うち例文に出て くる単

語 を網羅抽出 し,そ れ を 「小辞典」に替へて 「語彙篇」 としました。

「読本編」は旧版同様に各々見開き2頁 を一組 とし,左 頁には満洲文字で書かれた原文を,右

頁 にはそれに相当するローマ字文,和 訳,語 釈,(ニ シャン ・サマン伝以外は)漢 文を載せ,学

習 しやす いや うに工夫 して組 まれてゐます。ス リム化のため河内先生は,当 初,新 版には 「読本

篇」を收めない意向をお持ちのや うで したが,も し本書が教科書 として採択 されるなら,少 しで

も残 して置いた方が使用に便利かと思はれました し,さ うして置けば,「 文法編」を一応終へ ら

れた方が満洲文原典 に立ち向かふ前に,そ の手引きとしてのお役に立てるであらうとも思はれま

したので,結 局,旧 版の頁数の凡そ半分ほどを新版に收録す る事に しま した。

「読本篇」には見開きの各右頁に語釈が添へてあ りますが,そ こにも解説のない初出の単語は

「文法篇」例文の単語に加へて 「語彙篇亅に收めました。か くて成つた 「語彙篇」ですから,結

果的にemke「 一個」,emte「 一ツ宛」があつてjuweke「 二個」,juwete「 ニツ宛」が無 く,susai「 五

十」,ninju「 六十」があつてnadanju「 七十」,jakUnju「 八十亅が無いのですが,そ れはそれで構

は ないのです。猶 ほ,固 有名詞はnikan「漢」,solho「 朝鮮」,Qros「 ロシア」のほか,よ く現れ

るming「 明」以外は採録 しませんで した。

4.一 つ の満 洲語 教授法,修 得 法

本書のfあ とがき」に,交 換教授 として渡米 された河内先生が,彼 の地で満洲語を教へ られた
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時の経験を語 られてゐます。先つ げ ルー ミン トンにあるインデ ィアナ大学での私の講義は1978

年秋から翌年夏までのこと。海外での初めての満洲語講義だけに準備が大変で,な かで も一番気

を使 ったのは文法。 目本人が理解するには何の苦もいらない,こ のアル タイ系言語の構造を,あ

ちらの学生 さんに英語でどう説明 したら分かっていただけるかと途方に くれた」(p。22Dと,渡

米前の講義準備の段階での懸念が述べ られてゐますが,次 のパ ラグラフの中程以下には 「ところ

がインディアナ大学では,案 に相違 して授業は トットトットと進み,あ っとい う間に 『満洲実録』

第一巻 と第二巻が終わって しまい,さ すがウラル ・アルタイ学部の大学院学生さんだけのことは

あ り,ど だい言語学の素養淤違 うと舌を巻いたことだった」 〈ibid.)とあります。即ち,当 初の懸

念が杞憂であつた と書かれてゐるのです。 「トットトッ トと進」んだのは本 当でせ う。 しか し,

それ は本 当に学生たちの 「言語学の素養が違 う」からだったのでせ うか。それ より少 し前の1974

年までの10年 間,私 は大学院学生から助教授までをインディアナ大学で過ごしました。 ウラル ・

アル タイ学科(学 部)は 大学院にのみ所属 してゐて,学 生は全員が大学院生で した。出身大学 も

いろいろで言語学科の卒業生が多数を占めてゐま したが,次 いで史学科の卒業生が多 く,他 に宗

教学科,地 理学科等を出て来た者 も居て学生の専攻は区々であり,凡 てが言語学の学識豊かだつ

た訳ではあ りません。それでは,何 故に受講生の皆がいとも素早 く満洲語の文法的構造 を会得 し

得たのか,そ の所以はどうも他の所にあつたや うです。

こンではウラル学の課程は措きます。アルタイ学の過程で提供 されてゐる外国語は,先 づポピ

ュラーな言語 といふ訳 でせ うか トル コ語(ト ルコ共和国語),ウ ズベ ク語,蒙 古語(ハ ルハ蒙古

語)が 「初級1-ll」 「中級1-ll」 「上級1-ll」 と学期毎に段階的に進み,3年 を費や して丹

念に学べるや うに仕組まれてゐます。 当時は朝鮮語 もその様に組まれてゐま したが,其 後この言

語は廃止 とな りま した。以上のほか,不 定期開講のものも含めて トル コ語の領域ではオッ トマ ン

・トルコ語 ,チ ャガタイ語,チ ュヴァシ語,ア ゼ リ語,カ ザフ語,ト ルクメン語,ウ イグル語が,

蒙古語では古典蒙古語が,ツ ングース語では満洲語 とエヴェンキ語があります。それ らの中の或

る言語は 「中級Hjま で しか無く,ま た或る言語,特 に古典語等は一学期 目が 「入門」で,二 学

期 目か らが 「上級講読」です。 どうしてその様な藝当が可能なのか と言ひます と,学 生は皆上記

の数 ヶ国語を学んでゐて,古 典語等を学ぶ頃にはアル タイ型言語の構造に全く馴れ切つてゐるか

らです。 アルタイ諸言語の語順は,同 じくアルタイ型の朝鮮語や 日本語 を含めて も,完 全に平行

してゐて どれ も同 じです。しかし,語 順が同じであるか らとて,同 系統である事にはな りません。

アル タイ型言語は,語 句の中核に当る一次語(ま たは一次要素)が 後置され,修 飾語などそれに

付随する二次語(ま たは二次要素)演 常に先行するといふ只一つの法則 に支配されてゐるに過 ぎ

ないのです。 この為に,連 体節な どは常に名詞の前に置かれ,副 詞や 目的語などは必ず動詞の前

に置かれ,主 語は動詞句(副 詞や 目的語を伴ふ動詞)の前に置かれます。文の従属節が必ず主節の

前に置かれるの も,前 者が文の二次要素,後 者が文の一次要素だか らです。 この法則に支配 され

る限 り,い つれの言語 も結局は同 じ語順を取ることになります。英語のや うに関係代名詞を使つ

て連体節 を名詞 の後に置いた り,〈becauseな どの)接 続詞 を使つて従属節 を主節の後に置いた り
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する言語から見れば,ア ル タイ型言語の語順は初めこそ奇異に感ぜ られ るでせ うが,学 生達はや

がてこれにも馴れ切つて しまふのです。

アル タイ語学 はscienceofsuffixes(接 尾辞学〉だ と言はれてゐます。単語の実質的な意味は語

幹が表 し,接 尾辞の添加 によつてその語に新 しい意味や文法的機能が与へ られ,或 いは新 しい派

生語が作られます。一つの語幹に2個 以上の接尾辞が添加 され ることは普通で,種 類 も多 く,極

めて重要な職能 を担つてゐます。西独ゲッテ ィンゲン大学のGerhardDoerfer先 生が】967年秋から

翌年の夏まで客員教授としてインディアナ大学に来 られ,ア ルタイ比較文法に加へて 「満洲語入

門jの 講義 も担 当されました。教室で最初に1枚 の満洲文字表を配 られ,ほ んの30分 た らず字母

の組み合わせや圏点について説明されたのみで,学 生達は忽 ちその読み方を会得 しました。10名

前後の受講者の殆 どが蒙古文字かウイグル文字またはその双方を知つてゐたか らです。次いで,

満洲語の文法は他のアルタイ諸語 と大差が無い事,但 し人称接尾辞は存在 しないことな どを話 さ

れ,ド イツか ら用意 されてきた(と思はれる)満洲語接尾辞一覧表 を配布 されたのですが,こ の一

覧表 といふのが実に要領 よく出来てゐて,表 題には"ManchuSuffixIndex"と あ り,頁 を縦に3欄 に

分けて左方に 「接尾辞」,中 央に 「機能」,右 方に 「用例」 と配置 して,都 合102個 の満洲語接尾

辞がアル ファベ ッ ト順に6枚 に亙つて載せてあるもので,母 音調和による変異形は纏めて1個 の接

尾辞とし,接 尾辞の種類(例 へば格助詞 とか)は 記号を以て示 してあ ります。一例を挙げてみま

す と,左 欄 に一ndu一とあれば,そ れが派生接尾辞であると分か ります。前後に添へ られた二つの

ハイフンがそれ を示す記号なのです。その右側の中央欄 にはreciprocal(相互),cQoperative(協 同)

とその機能が記 され,右 欄には用例 としてaba÷la-`tohunt'の や うに語幹 とその意味溺,次 に

aba+la-ndu-`tohunttogether'の や うに接尾辞の附いた形 とその意味が,並 べて挙げられてゐます。

用例 中のプラス記号は名詞 に添へる接尾辞を示 し,末 尾 に添へ られたマイナス記号(ハ イフン)

は,こsま でが語幹である事を示 します。斯 くして所謂 「入門」は初 日(45分 授業)で 終了 し,

次回(週3日 授 業)か らは初 日に渡され た満洲語 の原文を読み始 めたのです。恰度その頃Jerry

Norman氏 が臺北で出 した私家版 の 『滿英辭典』があつて,そ れ を頼 りに この接尾辞一覧表を繰

りながら予習 して来てゐたので,教 室で指名 された学生は皆,さ したる誤訳も無く,「 トットト

ットと」読み進みま した。それか ら十余年の時を経て,当 時の受講生の一人であつたLarryV.Clark

氏 が この一 覧表 に若干 の追加 と修正 を施 して元はDoerfer教 授 の"lndex"で ある旨を明記 し,

"ManchuSuffixList"と の表題 でManckuStudiesNewsletterIII ,1979・80,pp.29-40に 発表 しましたか

ら,御 存知の方も多いと思ひますが,未 見の方は是非 ご参照下さい。

アル タイ諸言語の文法体系は平行 してゐると言つても,例 へば,先 に述べた満洲語のtransitive

case(「通格」?〉 は トル コ語や蒙古語に無い格です し,逆 に トル コ語や蒙古語には具格の形が別

にあ りますが,こ れは満洲語では属格の名詞にその用法を兼ねさせてゐる等,言 語によつて部分

的に出入 りはあ ります。 しか し,体 系としては整然 と平行 してゐるので,一 言語をマスターす る

と,そ の類推か ら直ちに他言語の文法が理解できます。語順 と共に,い や遙かにそれ以上に重要

なのが接尾辞 であることは上述 の通 りです。普通一つの接尾辞を学ぶ毎にその名称(denotation)
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を併せ覚 えて行 き ます 。 これ が実に有効 で,満 洲語を学 ぶ際 も,-kn/-kuがagentivesuffix(動 作 主

接尾 辞)と あれ ば直 ちに"-er,-ar,・or,-ist"を 想 ひ,ま た 一cibeがconcessiveconverb(譲 歩 連 用形 〉とあ

れ ば,"evenif,although"の 意 味だ と,既 知 のアル タイ型言 語 か らの聯想 を働 かせて 直 ぐに合 点が

い くので す。 斯 くして譲歩 連用形 の前 に疑 問を表す語 が来 れ ば"nomatterwh-"だ と直 ちに分 か る

と言 ふ訳 です。 これで 「あ とが き」に河内先生 が 「英文術 語 には特 別 の思い入れ が あ り」(p.221)

と書 かれ た意 味がお 分 か りと思ひ ます 。そ の様 な訳で,巻 末の 「文 法項 目索 引」 に は一 々に英 文

術語 を附 し,「 助詞 ・接尾 辞 等索 引」には夫々 の英文名称 を附 しま した。「文法篇 」執 筆 にはDoerfer

教 授 の"lndex"を 大 い に参 考 に しま した が,接 尾辞 の名 称 は一 般言 語 学 の用語 を勘案 した の で,

同 一 でな い もの もあ ります。

イ ンデ ィアナ 大学 の ウラル ・アル タイ学科 は,こ の ロマ ンチ ックな呼称 を捨 てs1990年 代 の半

ばに 中央 ユ ー ラシア 学科 に変 は りま したが,変 更 は呼称 のみ であつ て教科 目等 は以前 と全 く同 じ

です。 ア メ リカ に於 いて 定期的 に或い は不 定期に満洲語 が開講 され て ゐ る大 学はそ れ ほ ど多 くは

な く,イ ンデ ィアナ大 学 の ほか はハ ワイ 大学,ワ シン トン大 学(シ ア トル),カ ル フ ォル ニア 大

学 バ ー ク レー校,ハ ーバ ー ド大学 ぐらゐ です。 一 日で 入 門 を済 ませ た前述Doerfer先 生 の例 は極

端 で ある と して も,ア メ リカ で満 洲語 を学ぶ学 生は主 に大 学院 生で,ア ル タイ学専攻 でな けれ ば

大抵 シナ 学(Sinology)専 攻 です。後者 は,た とひ他のアル タイ諸 語 を学 ん でゐな くて も,辞 書(主

と して諸橋 大 漢和)や 優 れ た二次資 料(研 究成果 な ど)を 利 用す るた めに,殆 ど皆 が 日本語 に通

じてゐ ます 。 日本語 の文 法 がアル タイ型で ある事 は これま でに繰返 して述 べ ま した。 この 点で,

本 書 の読者 は皆 が 日本語 を母 語 とす るのですか ら,極 めて恵 まれて ゐ る と言は なけれ ばな りませ

ん。 た ゴ,日 本 で行 はれ てゐ る 日本文 法は,す べて江戸 時代 の 国学の 流れ を汲 んで を り,「 未然

形 」 に始 ま る用 言の6「 活 用形 」が 文法の 中核 を成 してゐ ます か ら,満 洲 文法 へ の聯 想 に は難 し

い と ころがあ ります。Ramstedt氏 の 文 法論 の流れ を汲み,ア ル タイ 学的文 法理 論 に基 づ い て書 か

れ た 日本 文典 は,ど うも拙 著 の 『日本語文 法新論』,お うふ う,1989(そ の 英語版 は,同 じくJapanese

Grammar:ANewApproach,京 都 大学学術 出版 会,1995)し か 無 いや うです。 そ こに は,ア ル タイ

諸 言語 と同 じく,日 本 語 の動詞(の 語幹)は 「活用」 など してゐ ない と書 い てあ ります 。 い ろい ろ

な文法項 目で これ が本 書 の 「文 法篇 」の理解 に何 らかの お役 に立て るや うで した ら,参 照 して 下

さい。

5.本 書 にこめた期 待

旧版 『文語文典』の 「序言」の末尾に史学者の立場か ら河内先生が 「最近,中 国か ら多 くの満

文襠案が発見されてお り,そ れ らが清朝初期の歴史や文化の解明に寄与す るところは大 きいが,

それ らの読解 のためにも本書がい ささかでも役立っことができれば幸いである」(旧 版,p.vii)
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と書かれ ました。満洲語は 貝本の言語学者の聞でも余 りポ ピュラーではないらしく,例 へば文法

一般 を論 じた著述な どで,一 人称の排他的複数を有す る言語 としてマライ ・ポ リネシア語や ドラ

ヴィダ語がよく挙げ られ ますが,満 洲語には代名詞のbe「 手前 ドモ」がありなが ら,殆 ど引き合

ひに出 されません。私は,満 洲文語を学ばうと志す若い人々が少 しで も増えてゆくならばとの希

ひを罩めて,こ の小著 『文語入門』を上木しました。

これを手初めに蒙古語 トル コ語 と手を拡げてアルタイ学へ と進まれる人々が出るならば,望 外

の喜び とします。学べば学ぶほ ど,ア ルタイ 「語族」説に対す る疑念が深まることでせ う。

(ハワイ大学名誉教授)
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